
農村部の貧困に苦しむ人々の 

やる気と自信を引き出すために 

「自分たちの道は自分たちで直せる」 

という意識を広げたい 

 

2008 年上半期活動概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 年度前期の主な活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
主な広報活動 

 
日程 内容 

4 月 9 日 JICA 地球ひろばで講演（木村） 
5 月 28 日 京都、堺町画廊で講演（木村） 
6 月 7 日 国際開発学会春季大会で報告（木村） 
7 月 10 日 地盤工学会研究発表会で報告（木村） 
8 月 2 日 国際協力ステーションで展示(木村) 
8 月 4 日 木村理事長へのインタビューが「東山三

条ラジオカフェ」の番組でオンエア 
8 月 14 日 ケニアの全国紙、Daily Nation に「土の

う」による道直しの活動が掲載 
9 月 1 日 日経関西コンシェルジュの「編集長インタ

ビュー」（木村理事長へのインタビュー）が
ホームページ上で掲載 

9 月 11 日 土木学会学術講演会で報告（木村） 
9 月 23 日 ケニア、国際会議（土木分野）で報告 

（木村） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
助成事業 
 
事業名：「土のう」を利用した住民参加型農村インフラ 

整備プロジェクト (パプアニューギニア) 

助成団体：財団法人 国際協力システム 

事業期間：2008 年 3 月から 2009 年 2 月 

事業名：アフリカの農村が自ら豊かになるために 

－日本の地域社会を支えてきた精神と農工技術を

正しく地域住民へ移転することにより，人々の潜在

的活力を引き出す手法の開発－（ケニア） 

助成団体：財団法人 トヨタ財団 

事業期間：2008 年 11 月から 2009 年 10 月 
 
賞罰 
 
平成 19 年度地盤工学会関西支部賞社会貢献賞 

業績名：「土のう」による住民参加型未舗装道路整備手法

の開発と貧困削減へのアプローチ手法の確立 

受賞者：木村 亮、福林良典 

4 5 6 7 8 9

地事務所スタッフ活動（三宅）

地技術指導（木村）

CA専門家活動（喜田、福林）

地NGO登録準備（喜田、福林）

生現場見学受入（木村、喜田、福林）

地打合せ（木村、喜田、福林）

外青年協力隊への技術指導（福林）

　地方道路整備ワークショップで講演（福林）

立大学構内通学路整備計画

報活動（木村、岸田）

ウガンダ

フィリピン

2008
主な活動
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総会 国際協力ステーション



活動報告 
 
パプアニューギニア 
1) 現地事務所常駐スタッフが、地域の村人らと道直しを
実践しています。 

2) CARE International(世界 70 カ国以上、事業規模 800
億円の世界有数の NGO)の活動現場にて「土のう」を

使った道路整備を行いました。 

  （他NGOと連携した新しい技術普及のパターンです。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ケニア 
1) NGO登録申請 （現在認証待ち）を行いました。 
（ケニアにて NGO 登録することで、現地での活動はも

ちろん、東アフリカへ活動範囲拡大の足がかりとしま

す。） 

2) 農業省に当法人の活動内容について説明しました。 
3) 4 名の大学生が、道直しの現場を見学しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウガンダ 
1) 昨年の研修後、自分たちでも道直しの活動を続けて
いる海外青年協力隊隊員の任地を訪れ、技術指導

を行いました。 

（JICAウガンダ事務所は、隊員活動の目玉として「土

のう」による道直しを認識しています。） 

2） 地方道路整備計画プロジェクト（JICA）で、道路管理
者らを対象に「土のう」による道直し手法を紹介しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国内活動 
1） 活動内容について広く知っていただけるよう、講演(8

回)や展示（1 回）を行いました。また学識経験者らか

らのコメントを得るため学会発表（4 回）も行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フィリピン 
1)  ルソン島北部のマリアノ・マルコス州立大学の協力者

であるコーディネーターから、この夏の台風時にも、

「土のう」で構築された高さ 1 mの盛土構造の歩道は

びくともしなかった、と報告がありました。 

 
乾季に施工時の様子  
（2008 年 2 月）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修後に協力隊が 

道直しを実施した道路にて 
締固めについて 

指導している様子 

 
 
 台風時の歩道の様子  

 
施工延長（2008 年 9 月末日現在） 

「土のう」による道直しに 

ついて説明 

（ワークショップにて） 

 

 累計（m） 
2008 年度 

前期(m) 

パプアニューギニア 496 90 

ケニア 1,746 470 

ウガンダ 1,615 110 

フィリピン 109 0 

合計 3,966 670 

トラクターで現場へ 

向かう様子 

 
会員情報（2008 年 9 月末日現在） 
 

正会員個人  102 人  

正会員団体  13 団体  

賛助会員個人  107 人  

賛助会員団体  1 団体 

ケニア農業省、技監 Dr.Songa

へ活動内容を説明 

 
問合せ先  

 
国際協力ステーションの展示ブースの様子 

（展示後のアンケート結果によると、当団体の活

動内容に最も多くの方が関心を寄せていただき

ました。） 

NPO 法人 道普請人 

事務局：福林良典 

Tel & Fax : 075-706-5083 

E-mail : info@michibushinbito.ecnet.jp村人らと一緒に汗を流す 

学生 URL : http://michibushinbito.ecnet.jp 

mailto:info@michibushinbito.ecnet.jp

